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脊椎動物の初期発生過程において、生殖巣と腎臓（中腎）は隣接して形成される。このとき、体腔上皮と

よばれる組織に由来する細胞は、このどちらの組織にも参画する。生殖巣には上皮から脱上皮をおこした

細胞が、また中腎を取り巻く組織には上皮のままの細胞が参画する。そこで本年度は、細胞の上皮化—脱

上皮化という観点から生殖巣の成り立ちを解析した。具体的には、中腎をとりまく上皮（腎体腔上皮とよ

ぶ）から人工的に EMT をおこす条件を探し、EMT をおこした細胞が生殖細胞としての分化形質を発現

するかについて調べた。腎体腔上皮から EMT を誘導する能力を有する分子として、これまでに RhoA、

Snail2, Shh, Gli などを見いだしている。カドヘリンや Cdc42 については、機能阻害をした場合に EMT
がみられたことから、上皮細胞の維持に重要であると思われる。そこで今年度は、これらの分子を中心と

したシグナルカスケードの解析を行った。RhoA の下流では大きく３種類のシグナル経路が知られている

が、特に MAP キナーゼを介する経路が EMT 誘導に関わっている知見を得た。次に、腎体腔上皮とそれ

を裏打ちする基質との相互作用に注目した。この場合の基質とは、異なる組織（中間中胚葉）に由来する

組織であり、そこには腎細管などの構造が詰まっている。そこで腎細管を含む中間中胚葉由来の組織をト

リ胚操作により除去したところ、腎体腔上皮の構造が不安定になった。加えて、先述の Snail による EMT
誘導効率が有意に上昇した。これらのことから、上皮の維持には、それを裏打ちする基質が重要な役割を

もつことがわかった。このような相互作用を実際の生体内で示した例はほとんどなく、新規の知見である。
 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
 

10. キーワード 
  (1)    EMT                   (2)   Shh                      (3)  Rho            
  (4)     Ras                   (5)   ECM                      (6)                  
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 



 

 

11.研究発表（平成１９年度の研究成果） 
 〔雑誌論文〕 計（ 8）件  

著 者 名 論  文  標  題 
Sato, Y. Notch signaling mediates the segmental specification of angio

blasts in somites and their directed migration toward the dor
sal aorta in avian embryos. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Developmental Cell   有      in press 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Takahashi, Y. Transposon-mediated stable integration and tetracycline-inducible expre
ssion of electroporated transgenes in chicken embryos. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Methods in Avian Embryology   有 87     in press 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Takahashi, Y. Somitogenesis as a model to study the formation of morphological bo
undaries and cell epithelialization. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Dev. Growth Differ.   有      in press 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Sugio, M. Exploration of embryonic origins of germline stem cells and n
eoblasts in Enchytraeus japonensis (Oligochaeta, Annelida). 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

GEP   有 8 2 0 0 8 227-36 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Reza, H. M., Nishi, H.,  
Kataoka, K., Takahashi, Y. & 
Yasuda, K. 

L-Maf regulates p27kip1 expression during chick lens fiber differentia
tion. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Differentiation   有 75 2 0 0 7 737-744 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Reza, H. M. Stage-dependent expression of Pax6 in optic vesicle/cup regulates patt
erning genes through signaling molecules. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Differentiation   有 75 2 0 0 7 726-736 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Watanabe, T. Tet-on inducible system combined with in ovo electroporation dissects
 multiple roles of genes in somitogenesis of chicken embryos. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Dev. Biol.   有 305 2 0 0 7 625-636 

 
著 者 名 論  文  標  題 

Sato, Y. Stable integration and conditional expression of electroporated transge
nes in chicken embryos. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Dev. Biol.   有 305 2 0 0 7 616-624 

 
  



 

 

〔学会発表〕計（ 7）件 
発 表 者 名 発  表  標  題 

Takahashi, Y. Neural crest cell migration to the adrenal gland: CXCR4/SDF1 and BMP
 mediate guidance, while SF-1 is involved in target recognition. 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
NAIST GCOE International Symposium 
Developmental Biology 

2008.1.15-16 Nara,Japan 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

高橋淑子 体作りにおける細胞の社会 〜遺伝子から個体まで〜. 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
日本醸造学会大会（招待講演） 2007.9.4-5  東京 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

高橋淑子 血管の発生とパターニング. 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第５回血液・血管オルビスシンポジウム 
           （特別指名講演） 

2007.8.25-26  東京 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

高橋淑子 バイオ研究の楽しさとは 〜細胞の挙動を探る〜 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
東洋紡バイオ財団設立25周年記念シンポジウム 2007.6.1  大阪 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

高橋淑子 Somitic contribution to the formation of dorsal aorta involves cell mi
gration regulated by Notch and Ephrin. 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第40回発生生物学会第59回細胞生物学会合同大会 2007.5.28-30  福岡 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

Takahashi, Y. Cell migration and vascular patterning in the body. 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
4th NIBB-EMBL MEETING "CELL &  
DEVELOPMENTAL BIOLOGY" 

2007.5.24-27 Okazaki, Japan 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

Takahashi, Y. STABLE INTEGRATION AND TET-ON INDUCIBLE EXPRESSION
 OF ELECTROPORATED TRANSGENES IN CHICKEN EMBRYOS.

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
First International Meeting “The Chick as  
a model organism: genes, development and  
function” 

2007.4.11-14 Barcelona, Spain 

 
〔図 書〕 計（ ０）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
 
 
 
 



 

 

12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ ０）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（ ０）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 


